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「健康情報活用基盤構築のための標準化及び実証事業」の採択内定 

－ 香川県下での地域医療情報ハブ「eヘルスケアバンク」推進プロジェクト － 

～ かがわｅヘルスケアコンソーシアム ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

香川県下での地域医療情報ハブ「ｅヘルスケアバンク」構想 

～生まれる前から、老後までの健康情報の一元管理及び健康増進のための活用～ 

 
¾ 問い合わせ先  
 
香川大学 医学部 総務課 企画調査係 朝國 
TEL：０８７－８９１－２０１１ FAX：０８７－８９１－２０１６ 
E-mail：chosa@med.kagawa-u.ac.jp 

【事業の概要ならびに目的】 

香川県では、かがわ遠隔医療ネットワーク（Ｋ－ＭＩＸ）等より、医療機関の間で情報共有化を図り、医療ＩＴ

ネットワークをベースとして、県民の日常の健康増進、維持を目的とした広域ネットワークシステムの構築を推

進してきた。 

 このような実績にもとづき、県下全体を対象とした医療基盤を確立するため、日本版ＥＨＲ（Electronic Health

Record：生涯健康医療電子記録）モデル構築へ向けて、香川大学医学部、香川県医師会、コアベンダーを含

めた主要な関係者を集め、「かがわ e ヘルスケアバンク」コンソーシアムを設立した。 

本事業では、生涯に亘って利活用できる医療・健康情報のデータベース構築および各システム統合を推進

し、個に応じた医療健康サービスの提供に取り組み、県民の健康増進及び健康管理意識の向上を目指す。

【コンソーシアム参加団体】 

㈱ＳＴＮｅｔ、香川大学、㈱ミトラ、四国旅客鉄道㈱、ジェイアール四国バス㈱、高松琴平電気鉄道㈱ 

【コンソーシアム協力団体】 

香川県、香川県医師会、四国電力健康管理センター、四国旅客鉄道㈱健康保険組合 

（財）医療情報システム開発センター、学校法人村崎学園徳島文理大学 

【事業期間】 

平成２０年度～平成２２年度 

事業期間終了後は実証結果を基に事業化を推進する。 


